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１　この実践を支える理論や学習環境

　はじめに，1単位時間毎の直接指導と間接指導の完全分
離に着目し，新しい形の学年別指導を実践するに至った自
らの経験やこの実践を支える理論的な裏付けと近年変わっ
てきた学習環境について述べる。

　（1）　自らのへき地校の教員経験から
　私は，昭和54年4月に旭川市立末広小学校で初めて教壇
に立った。当時は，初任3年を終えると上川管内に勤務す
るほとんどの教員は一度，へき地・小規模校を経験すると
いう約束事のようなものがあり，私も初任1年目の時から
先輩の先生方から「次の赴任地はへき地・小規模校で教育
の原点を見てきなさい。」と言われていたので，当然のこ
とと士別市立兼内小学校（当時，へき地1級児童数24名，
教職員数6名，平成12年に上士別小学校に統合閉校）に赴
任した。
　着任当時の士別市には，9校のへき地・複式校があり，
合同運動会や年に3回音楽や体育の合同授業を行う集合学

習が行われていた。また，修学旅行も9校合同であった。
　学習指導においては，算数以外の教科は，「同単元同内
容指導異程度扱い」の教育課程を編成し，指導が行われて
いた。6年間の在職中，後半の4年間は，上川複式教育研
究連盟の士別地区（士別市・和寒町・剣淵町）の代表とな
り研究部員としてへき地複式教育について研究した。
　「同単元同内容指導異程度扱い」の指導を可能にするには，
例えば，高学年の国語科の教育課程であれば，5・6年の
内容を半々に分け，A年度とB年度に振り分け指導するの
である。「異程度扱い」と称しているのは，学年の違いに
対応するためのものであった。そのために，A・B年度に
振り分けた教育課程編成とそれに対応するワークシートを
研究した。3年前の上川へき地・複式教育研究連盟の管理
職の先生方が集まる「経営研修会」でこの話をすると，若
い教頭先生方は経験がないようで，研修会が終わった後，
役員の方々に，「同単元同内容指導異程度扱い」は死語と
言われ，世代の違いを感じた。
　私は，学年別指導を経験しているのは，算数科指導だけ
である。たった1教科ではあるが，わたり・ずらしをしっ
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概　要

　本実践研究は，従来の学年別指導の１単位時間内でのわたり・ずらしがへき地校に勤務する教師の指導のハードルを高
くしているだけでなく，今後の資質・能力ベースのアクティブ・ラーニングの授業づくり，加えて，個別最適な学びを実
現するためには，10分から15分の短いスパンでの直接指導と間接指導が適切ではないのではないかという考えの下，単元
レベルの問題解決学習でゴールイメージを持たせ，学習計画づくりを行い，見通しをもって主体的に学習させることで，
１単位時間毎の直接指導と間接指導の完全分離が実現できると考えた。また，コロナ禍で実施が前倒しされたギガスクー
ル構想の一人一台端末環境が間接指導の調べ学習を有効なものにすると考えた。
　実践終了後の児童の振り返りから，調べ学習（間接指導時）が思う存分にできたこと，交流・発表（直接指導時）では友の
意見をたくさん聞けたことで，単元のまとめが量的にも質的にもよりよいものとなったこと，まとめて発表する力が付い
たと考えていることなどが分かった。今後は，試行実践レベルからどの複式校でも授業実践できるよう，士別市の３校（多
寄小・糸魚小・上士別小）の共同研究者と教育課程レベルへの落とし込みを行う。
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かりと想定して授業に臨んでも，児童の様子を見ながら，
理解度に合わせて授業を進めるとなかなか指導案通りには
進まなかった。もちろん，児童の理解度を無視し，とにか
く決められた時間で，わたり・ずらしを行うと決めて，機
械的に進行するならば，できたのかもしれないが，そうい
う決断は，できなかった。うまくいかなかった算数の授業
が，今でも夢に出てくることがあり，トラウマとなっている。
　現在の複式校の先生方は，基本的に全教科を学年別指導
していると聞いている。ということは，私が経験した重圧
をすべての教科で背負っているということになる。
　そうした重圧から少しでも開放してあげられないかと考
えたのが，この「1単位時間毎の直接指導と間接指導の完
全分離に着目した新しい形の学年別指導」である。

　（2）　実践を支える理論
　現在の学習指導要領になり，小学校は本年度で3年目と
なっている。ほぼ10年毎の学習指導要領と考えると，前
半が終わり，中盤を迎える。構想期から充実期を迎えるこ
とになり，形を整えることから，質的な転換を図らねばな
らない時期になっている。しかし，実態はどうであろう。
新学習指導要領の全面実施になったと同時に，新型コロナ
ウィルス感染症が猛威をふるい，マスクやフェースシール
ド，アクリル板の設置の中での授業での活動制限，各種行
事の中止や縮減，給食での歓談は禁止，家庭科の調理実習
や音楽での歌唱指導にも制限がかかっている。学習指導要
領の柱である，コンピテンシーベースの「主体的・対話的
で深い学び」の実現には，かなり制限がかかっている。学
校現場では，学びを止めない工夫がなされている。
　しかし，マイナス面だけではない。いわゆるギガ構想下
での児童生徒への一人一台端末の環境整備が早まり，個別
最適な学び（特に，指導の個別化）の実現が促進された。
　①　単元レベルでの問題解決的な学習を通して主体的な

学びを実現する
　単元レベルの問題解決的な学習は，児童生徒にとっては
ゴールを見通すことができ，何をどのように学ぶかを自律
的に考えながら学習することができる。
　その単元の導入で特徴的な社会的事象を提示し，疑問に
思ったことや気付いたことを表出させ，問題意識を持たせ
た後，パフォーマンス課題を提示し，学習の見通しを持た
せ，児童と教師が一緒になって学習計画を作成する。
　京都大学大学院教育学研究科教授の西岡加名恵氏が推奨
している「逆向き授業設計論」のパフォーマンス課題の考
え方を基に，実践した。詳細については，「3 授業実践,（2） 
水上実践」の項で説明する。
　②　一人一台端末環境が1時間を通しての調べ学習（間

接指導・個別学習）を可能にする
　1時間を通しての調べ活動を可能にするには，教科書や
資料集だけではなく，一人一台端末を使っての調べ学習が
効果的だと考えた。各学年に設置されている大型画面モニ
ターを使用し，「NHK for school」や調べ学習に使うこと

のできる漁業協同組合のPR動画などを紹介するとともに，
それらのURLを児童の一人一台端末に送信し，調べ学習
に使用したいものを選択させた。
　また，間接指導の中間に，交流の場面を設け，選択した
資料から調べて分かったことを交流することで，友の学び
のよさを自らの学習に役立てることができ，対話的な学び
や協働的な学びが成立すると考えた。

　③　単式学級でも汎用できる指導方法の実現
　わたり・ずらしは，単式学級では使うことはできない学
年別指導の独特のものである。1単位時間に完全分離する
ということは，その学年だけ見ていると単式学級の指導と
変わりはない。単式学級でも汎用できる指導方法と考えて
いる。このように学年別指導をしている先生方が考えてく
れると単式校と複式校の壁なく，研究も共同できると考え
ている。

２　士別市立多寄小学校の概要

　まず，士別市立多寄小学校の学校概要を述べる。
　士別市北部の名寄盆地中央に位置し，国道40号線と宗
谷本線が校下の中心を南北に貫いている。畑作・稲作のほ
か，牛や羊を飼育している農家もある純農村地帯である。
　明治35年に上多寄簡易教育所として認可され，開校119
年となっている。平成21年に多寄中学校に併設という形
で新校舎が落成された。令和元年度で生徒数の減少により
多寄中学校が閉校となり，令和元年度から両校舎を多寄小
学校で使用している。
　平成30年に多寄地区学校運営協議会が設置され，多寄
小放課後子ども教室が設置されるなど，学校と地域の連携
が深い。
　昨年度，授業実践をするために，何度も訪問させていた
だいたが，森校長先生をはじめ教職員の方々は，明るく研
究熱心である。オープンスペースのある新しい校舎に児童
の元気な声がこだまし，とてもよい雰囲気であった。
　また，もともと繋がっていた令和2年3月に閉校になっ
た士別市立多寄中学校の校舎も利用し，素晴らしい学習環
境のもと，19名の児童が学んでいた。
　中休みには，体力つくりの一環として，校舎周りのマラ
ソンを行っており，励まし合って走る姿，校長先生はじめ
教職員全員で，見守る姿が印象的であった。

３　士別市立多寄小学校での授業実践

　（1）　大畠実践
　①　実践単元名
　　第5学年　大単元2「未来を支える食料生産」
　　　　　　　中単元1「米づくりのさかんな地域」
　　第6学年　大単元2「日本の歴史」
　　　　　　　中単元1「国づくりのあゆみ」
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　②　実践対象児童
　　第5学年　3名（内1名こすもす言語学級）
　　第6学年　2名
　③　実施時期
　令和4年6月中旬から夏休みを挟んで8月下旬まで実践
　④　指導計画
　水色が直接指導，薄緑色が間接指導を表している。白塗
りの2時間目は，完全分離ではなく，前後半で直接指導と
間接指導を入れ替えている。
　これは，オリエンテーションでの指導で，今後の学習を
見通しをもって進めることができるように問題意識の醸成
をするためである。

表1　大畠実践の指導計画

　⑤　実践を終えて
　普段の複式形式のわたり・ずらしの授業では，集団での
意味追究の時間を確保しようとすることで，児童が資料を
読み取り，自分の興味関心があることについて深く追究す
る時間の確保ができなかった。児童からも「もっと時間が
ほしい」との声が上がっていたが，叶えてあげることがで
きず，教師として苦しい思いだった。今回，直接指導と間
接指導を1時間ごとに区切ることで，児童が時間的なゆと
りをもって調べ学習を行い，時間が足りない場合は家庭学
習としてさらに追究してくるなど，主体的に学習に取り組
む姿が見られ，教師・児童ともに満足のいく学習を行うこ
とができた。また，教師主導から，児童主体の授業になっ
たことで，児童も自分の学習してきたことに自信をもつこ
とができるようになり，最後のプレゼンでは，知識・技能
を活用し，自分の考えを堂々と発表する様子が見られた。

　（2）　水上実践
　①　実践単元
　　第5学年　大単元2「未来を支える食料生産」
　　　　　　　中単元2「水産業のさかんな地域」
　　第6学年　大単元2「日本の歴史」
　　　　　　　中単元2「大陸に学んだ国づくり」
　②　実践対象
　　第5学年　3名（内1名こすもす（言語学級）
　　第6学年　2名
　③　実施時期
　令和4年8月下旬から9月初旬まで3週にわたり実践
　④　指導計画
　表2の指導計画の水色が直接指導，薄緑色が間接指導を
表している。白塗りの2時間目は，上記の大畠実践と同じ
く完全分離ではなく，前後半で直接指導と間接指導を入れ
替えている。これは，オリエンテーションでの指導で，今
後の学習を見通しをもって進めることができるように問題
意識の醸成をするためである。また，中単元全体の教科書
を通読するためにも，時間の確保が必要であったため，こ
のような時間をとった。
　指導計画の詳細については，参考資料1に掲載する。

表2 　水上実践の構想
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　⑤　各学年の目標
　各学年の単元の目標は，下の通りである。
<第5学年>
　我が国の水産業における食料生産について，漁師，加工
場で働く人々，輸送に携わる人々などの工夫や努力によっ
て支えられていることを理解するとともに，地図帳や各種
の資料で調べ，まとめ，水産業に携わる人々の働きを考え
表現することを通して，水産業に携わる人々は，生産性や
品質（鮮度や安全性）を高めるよう努力したり輸送方法や
販売方法を工夫したりして，良質な水産物を消費地に届け
るなど，食料生産を支えていることを理解するとともに，
主体的に学習問題を追究・解決し，学習したことを基に，
社会の一員として持続可能な水産業について考えようとす
る態度を養う。
<第6学年>
　天皇を中心とした律令政治の確立や文化の変化について
理解するとともに，遺跡や文化財，地図帳や年表などの各
種基礎資料を通して，情報を適切に調べ，まとめ，当時の
政治の仕組みや文化の特色，出来事や人物の関連や意味を
多角的に考える力，当時の社会に見られる課題を把握して，
歴史を学ぶ意味を考えたことを説明したり，それらを基に
議論したりすることを通して，当時（飛鳥・奈良・平安の
三時代）の日本の政治の仕組みについて，個の課題（文化
や仏教などのその時代を見る視点）を含め，主体的に学習
問題を解決しようとする態度やよりよい社会を考え学習し
たことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに，
日本の歴史や伝統を大切にして国を愛する心情を養う。
　指導案のすべてを参考資料1に掲載する。

　⑥　実践のポイントⅠ「単元レベルでの問題解決的な学
習の展開」

　単元の導入で，単元を貫く課題意識をもたせ，ゴールの
学びの姿をイメージさせた。いわゆるパフォーマンス課題
の考え方を用いた。そして次に，解決への見通しを持たせ，
自己調整を図りながら児童自らが学びをつくっていくこと
ができるようにした。
　具体的に5学年では，近年，サンマやいかなどの漁獲量
が減っていることや魚は健康食であり外国での魚の消費が
増えているという事実から，持続可能な水産業にするため
の提案をプレゼンテーションで行うことを本単元のゴール
に設定した（図1）。

図1　5学年学習課題づくりの板書

　6学年では，歴史学者になって飛鳥・奈良・平安の三時
代を解説することを本単元のゴールに設定するとともに，
解説する視点（個の課題）を考えさせた（図2）。

図2　6学年学習課題づくりの板書

　この単元全体の通読と遣唐使航海の様子や長安までの航
路，20回の遣唐使派遣年表を提示した後，学習問題づく
りを行った。6学年2名の児童の気付きや関心は，同じで
はなかった。1名は，「なぜ遭難して死者までだしても中
国に学びに行ったのか。自分の国づくりは独自に考えを出
しても行えるのではないか。」というところに着目してい
た。また，もう1名の児童は，「なぜ聖徳太子も，聖武天
皇も仏教を取り入れたのか。」に着目していたので，個の
課題として追究し続けるように指導した。今回の学習指導
要領の改訂で，6学年の社会科学習は，政治学習をしてから，
歴史学習をすることになっており，日本の現代社会では信
教の自由が保障されていることから，この課題意識になっ
たと考えられる。

表3　5学年のパフォーマンス課題

表4　6学年のパフォーマンス課題

　直接指導の際の各時間の板書を参考資料2に掲載する。

　魚介類の消費量は日本では減っていますが，世界で
は血液がサラサラになるDHCを多くふくんだり，がん
を予防したりする健康効果の高い魚料理をふくむ日本
食が注目されています。
　そこで，魚介類などの水産資源を守り，健康によい
魚介類の消費を続けることができる持続可能な水産業
にするためにはどうしたらよいか，Googleスライドを
使ってプレゼンしましょう。

　この単元では，飛鳥時代・奈良時代・平安時代の３
つの時代を勉強します。それぞれの時代の人々の暮ら
しについて調べ，３つの時代の特色をまとめましょう。
単元名「大陸に学んだ国づくり」とあるように，何を
大陸から学び，どんな国づくりに取り入れたのか考え
ながら学習していきましょう。
　そして，歴史学者になって，３つの時代が大陸から
学んだことをどのように取り入れ，国づくりを進めていっ
たかプレゼンしましょう。
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　⑦　実践のポイントⅡ「ICTの活用による1時間の長時
間の間接指導（調べ活動）の実現・充実

　　－学年ごとの大型モニターによるガイドと一人一台端
末で調べ学習を充実－」

　1単位時間全てを調べ学習にできるのかと疑問を持って
いる人もいるだろうが，ICT活用が，その疑問を払拭して
くれた。学年毎に大型モニターを設置し，調べ学習45分
の使い方の目途を表示した。大型モニターにガイドの役割
をさせた（図3・4）。
　また，20分が経過したところで調べ学習の進捗状況をノー
ト交換などにより交流させた。教科書・資料集以外の調べ
学習教材としてNHK for Schoolや漁業協同組合等のPR動
画など参考になる動画資料のURLを一人一台の端末に送り，
クリックすれば調べ活動に活用できるようにするなどの工
夫をした。
　児童の様子を見ていても，自分のペースで調べ学習を進
め，自分の疑問を最後まで追究する姿が見られた。
　それでも時間が余るようであれば，単元のゴールである
まとめのプレゼンづくりをさせることができると考えてい
る。

図3　5学年に提示したモニター画面

図4　6学年に提示したモニター画面

　間接指導の際の学習のガイドとなる大型モニターに投影
した画面は参考資料3に掲載する。

　⑧　授業の実際Ⅰ「間接指導（調べ学習）後の直接指導
（全体交流・概念形成）の様子」

　下の図5は，5学年の追究活動Ⅰ「根室のさんま漁」の
直接指導（全体交流・概念形成）の際の板書である（4/12
時間目）。さんまをとる漁法の工夫に始まり，水揚げされ
た漁港でのせり，箱詰めなどを行う加工場の仕事の工夫，
消費地へ運ぶ運送会社の工夫，そして，都会の市場から
店・寿司屋などに運ばれるまでの工夫を3名で発表し合い，
流れ図にまとめていた。この時間でのまとめは，「根室で
とれたさんまが消費者にわたるまでに，たくさんの人が関
わっていて，どの人たちも，鮮度，衛生に気を付け，燃料
をかけずに早く運べるように工夫している。」というのが，
3人のまとめであった。
　3人全員が，調べる時間がとれまとめる時間もあるため，

「読み取ったことをまとめる力が付いた」と事後アンケー
トに表出していた。

図5　5学年追究Ⅰ「根室のさんま漁」の板書

　次に，次頁図6は，6学年の追究活動Ⅲ「平安時代の全
体交流」（8/12時間目）の直接指導の際の板書である。調
べ学習の思考ツールとしてフィッシュボーンを事前に与え
ていたので，それを基に，2名で交流し，まとめていった。
2枚のフィッシュボーンが調べた知識でいっぱいになった。

「平安時代は，飛鳥・奈良時代に大陸に学んだことを応用
して国づくりを進めていること」「飛鳥・奈良時代に続き，
平等院鳳凰堂など仏教で国づくりを進めていること」「貴
族の力が大きくなり，豊かな生活をしているようだが，農
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民の負担はかわりないのではないか。」などとまとめていた。
　6学年も，間接指導（調べ学習）と直接指導（全体交流）
の完全分離は，「疑問に思ったことを最後まで調べられた。」

「発表の時は，いっぱい発表できたし，友達の意見もいっ
ぱい聞けた。」と単元終了後のアンケートに書いていた。

図6　6学年追究Ⅲ ｢平安時代の国づくり｣ の板書

　⑨　授業後のアンケート結果
　単元終了後の児童5名のアンケートの集約結果は，表5
の通りである。同じ数字は同一人物を示している。

表5　単元終了後のアンケート集約結果

４　他教科への汎用を考える

　実践を通してはいないが，国語科の読むことの指導では，
身に付けさせた資質・能力を並行読書で選んだ本で活用さ
せるということをABワンセットとして指導することがある。
　そこで，教科書教材読みAを直接指導で行い，並行読
書教材読みBを間接指導で行えば，この「1単位時間毎の
直接指導と間接指導の完全分離に着目した新しい形の学年
別指導」が国語科でも可能になると考えている。

５　実践を終えて

　士別市立多寄小学校の高学年は，すべての社会科授業を
完全分離型で行っており，担任の大畠教諭によるとすでに
この形が児童にも定着しており，調べ方，まとめ方も，ど
んどんと向上しているということであった。
　特に，これからの社会科は，内容知を構造化するだけで
なく，方法知の構造化を図り，公民的な資質・能力の育成
に結び付けていかなくてはならない。個別最適な学びを実
現させるための指導の個別化，学習の個性化を実現しやす
いのが，この1単位時間毎の直接指導と間接指導の完全分
離型の授業が有効であると考える。
　また，1時間いっぱいの間接指導は，児童同士で，異な
る考え方をじっくりと交流する時間を保障し，よりよい学
びを生み出すことを可能にした。
　本年度（2022 年度）は，旭川校と教育出版株式会社が
デジタル教科書の実証実験の連携協定を結んだこともあり，
加えて，これらの実践にデジタル教科書を使用するとどん
な実践になるのかを試行実践することになっている。令和
6年度のデジタル教科書の本格導入に向けて実践の累積を
図っておきたい。
　今後は，中学年社会科の授業実践を試み，その有効性に
ついて，検証していく。

1　勉強した感想
<5学年>
①　クラゲチャートを使って勉強すると〇の中に短い

言葉でたくさん自分の考えをそこにかけてわかりや
すかった。また，プレゼンテーションで楽しく勉強
できた。自分の言葉で短く簡単にまとめて，プレゼ
ンという形で人前に出て話すから。

②　水産業は，さんま等が不漁で困っていることが分
かったし，ぶり養殖がさかんということを初めて知
りました。ロシアが北方領土を不法占拠しているため，
漁業に大きな影響を与えていることを知りませんで
した。

③　読み取ったことをまとめて，発表することが難しかっ
たけど，水産業のことをたくさん知れてよかった。

<6学年>
④　どうして大陸に学んで国をつくっていったのかと

か国風文化，仏教についても，いろいろな仕組分かっ
て楽しかったです。特に，フィッシュボーンにまと
めたことです。

⑤　昔の政治の仕組やい人の業績などが分かって良かっ
たです。なぜ仏教が必要なのかがわかってすっきり
しました。この先も仏教がどういうふうに出てくる
か調べてみたいです。

2　「調べ学習」と「発表してまとめる学習」を１時間
ずつにまとめた勉強の仕方についての感想

<5学年>
①　とてもやりやすかった。⇒教科書の見れてないと

ころをゆっくり文章が読める。調べる時間が制限さ
れていないから。

②　調べる時間が沢山あって良かったです。発表して
まとめる時間が１時間あって沢山かけました。この
方法はいいと思いました。

③　調べ学習では，調べたいことをがんがん調べられ
てよかったです。

<6学年>
④　やりやすいと思います。理由は，分からないこと

を最後まで調べられるからです。分からないことを
最後まで調べると，もっとくわしく調べたくなるか
らです。

⑤　調べる時間が丸々１時間なので調べやすかったです。
発表してまとめる学習の時は，友達の意見をたくさ
ん聞けたのでやりやすかったです。

3　こうした勉強を通して，付いた力
<5学年>
①　プレゼンで人前で話す勇気がついた。水産業の大

変さ，衛生面，新鮮さに気を付けているのが分かった。
②　大事な言葉を短く書けるようになりました。
③　教科書などから読み取ったことをまとめる力
<6学年>
④　調べたことをワークシートやノートにまとめる力や，

分かりやすく，簡単にまとめる力
⑤　・調べたことをまとめる力　・調べたことをまと

めて発表する力　がついたと思います。
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<参考資料1>　水上実践指導案
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<参考資料2>　直接指導の板書
第5学年　オリエンテーション 第6学年　オリエンテーション

第5学年　追究Ⅰまとめ

第5学年　追究Ⅱまとめ

第6学年　追究Ⅰまとめ

第5学年　追究Ⅲまとめ 第6学年　追究Ⅲまとめ

第6学年　追究Ⅱまとめ
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<参考資料3>　間接指導時のモニターガイド

第5学年　追究Ⅱ　　　　　　　　　　7/12 第5学年　まとめのプレゼン準備　　 11/12

第5学年　追究Ⅰ　　　　　　　　　　5/12 第5学年　追究Ⅲ　　　　　　　　　　9/12












